
２：「ｗomama×空想生活」上でのアンケート集計データ 

 

１） 求める物は子連れの大変さを理解してくれるハードとソフト 

 「宿泊施設を選ぶ際の希望（サービス）は？」との質問に対して、「幼児連れの大変さを理解して

くれるスタッフがいる」が３７.２％、「予備おむつ、補助便座やベビーベッドなど部屋の設備の充

実」が３０.３％となり、宿泊施設に対して、大変さに理解をしめして対応してくれるスタッフと、お子

様連れを積極的に受け入れるための設備を求めていることがわかりました。 

 

２） 温泉旅館で誰にも気を使わず、気兼ねないプライベート空間の提供が求められている 

「どんなタイプの宿泊施設に泊まりたいか？」との質問に対しては「温泉旅館」が５３％、「リゾー 

トホテル」が３５％を占め、ゆっくりとくつろぎたいという思いをうかがわせました。 

また「あれば嬉しいモノ・サービスは何ですか？」との質問には「部屋で食事ができる」が 

２５.７％、「貸切風呂がある」が２４.２％を占め、「お子様への配慮を感じるサービスは？」という 

質問に対しても、「子供の泣き声が周りに聞こえない角部屋の指定」が３２.４％となり、他の 

お客様に迷惑のかからない、プライベート空間を提供してほしいというニーズが読み取れました。 

（グラフ・具体的数値は別紙資料ご参照ください） 

 

 

【womama（ウーママ）】 http://www.womama.jp/ 

 

プロクター･アンド･ギャンブル・ファー・イースト・インク（Ｐ＆Ｇ）が主体と 

なり、妊娠～子育て世代の女性が、女性（woman）としてもママ（mama） 

としても輝くことをサポートするプログラムです。 

ＪＴＢもパートナー企業としてこのプログラムに参画しています。 

 

  

【womama×空想生活】 http://www.womama.jp/cuusoo/index.html 

womama とエレファントデザイン株式会社の運営する 

消費者主導の商品開発支援サイト「空想生活」がタイアップ。 

「輝くママのためのモノづくりプロジェクト」を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料に関する記者の皆様からのお問合せ先 

ＪＴＢ西日本広報室  TEL:06-6260-5108（担当：高橋・高崎） 

 

 

※本リリースの内容は、womama 事務局からも本日１４時に東京で各社宛に FAX されております。 



 

アンケート調査結果（抜粋） 
○ 調査期間／2006年 9月 1日～30日     

○ 調査対象／妊娠6ヶ月以上の妊婦、第１子が０～３才の母親 

○ 調査方法／インターネットを通じたアンケート 

 

 
 
 回答数 割合 

温泉旅館 ４７５ ５３.０％

リゾートホテル ３１４ ３５.０％

コンドミニアム ４４ ４.９％ 

ペンション ３８ ４.２％ 

シティホテル ２６ ２.６％ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 どんなタイプの宿泊施設に泊まりたいですか？ 
 
宿泊施設にどのようなサービスを期待しますか？ 

 回答数 割合 
幼児連れの大変さを理解し

てくれるスタッフがいる 

３３４ 37.2％

補助便座、ベビーベッドなど

部屋の設備が充実している 

２７２ 30.3%

近くに小児科の病院があり、

いつでも対応してくれる 

１０３ 11.5%

離乳食やアレルギー対応等、

食事メニューの相談にのっ

てくれる 

 
１０２ 

 

11.4%

ベビーシッターサービス 

（有料） 

８６ 9.6%

あれば嬉しいモノ・サービスは何ですか？ 

 回答数 割合 
部屋での食事 ２３０ ２５.７％

貸切風呂 ２１６ ２４.２％

どこでも紙おむ

つを捨てること

ができる 

 

１６５ 

 

１８.５％

補助便座の用意

など細かい気遣

いがある 

 

１３４ 

 

１５.０％

ミルク、紙おむつ

などの消耗品が

用意されている 

 

１０２ 

 

１１.４％

 
 
お子様への配慮を感じるサービスは？ 

 回答数 割合 
子供の泣き声が周りに聞こ

えないように角部屋にして

くれる 

２０７ 32.4％

子供用の離乳食メニューが

用意されている 

１２６ 19.7%

子供用の浴衣がある １２２ 19.1%

ベビーシットサービス（２時

間未満）がある 

１０３ 16.1%

子育てをしているスタッフ

が対応してくれる 

８１ 12.7%

 その他特に多かったｗｏｍａｍａからのご意見 

 
 
 

○ 子供連れ歓迎！でも、ファミリー向けという感じではない豪華な旅館に泊まりたい。 

○ ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰが見てくれる子供向けプログラムを運営してほしい。 

○ お風呂は貸切、食事は部屋食が必須条件。周りのお客さんに迷惑をかけずに済みます。 

○ パパはマッサージ・ママはエステ。サービスを受けている間、子供の面倒を見てくれる人がほしい。 

○ 子供の離乳食メニューの準備がほしい。お子様ランチ風ではないミニ和風会席を子供向けにアレンジ希望 

○ 部屋から壷や掛け軸などの調度品を予め片付けておいてほしい（子供が壊す可能性が高いので） 

○ ベビーバス・ベビーチェアの貸出があると、一緒にお風呂に入るときに安心です。 

○ 貸出ベビーカーがあれば、気軽に外に散歩に行けます！ 




